予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：一般警察活動費
	事業名　採用等業務費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　警察本部　警務部　警務課　電話番号：058-272-1111（内　2614）

　　　　　　　E-mail：c18875@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　8,771千円（前年度予算額：3,566千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	3,566
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,566

	要求額
	8,771
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,771

	決定額
	5,086
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,086


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　受験適齢人口の減少、また受験適齢期にある県内出身者の多くは、愛知県
等大都市部の大学に在籍し、愛知県警察をはじめ他府県警察においても募集
活動を活発化させているほか、民間企業等においても積極的な採用に転じる
など、当県警察官及び一般職員の採用を取り巻く情勢は非常に厳しい状況に
ある。したがって、募集・採用に係る事業を強化し、優秀な人材を採用する
ことで、今後の岐阜県警察の基盤を安定したものとする。

（２）事業内容

優秀な人材を確保して組織力の向上を図るためには、多数の受験者による
高いレベルの競争試験を維持することが必要不可欠であり、そのためには、
広報活動を充実させる必要がある。
・　募集用パンフレット等のデザイン委託、作成

・　駅及びバス車内における広告

・　就職ガイダンス会場での募集活動

（３）県負担・補助率の考え方

　　　岐阜県警察職員の採用業務であり、県負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	
	

	旅費
	
	

	需用費
	2,510
	懸垂幕、のぼり旗などの消耗品費及び、パンフレット、ポスターなどの印刷製本費

	役務費
	　1,977
	広告看板の設置やバス車内広告の掲示、各大学等へのパンフレットの郵送料

	委託料
	　　789
	パンフレット等作成デザインの委託

	工事請負費
	
	

	補助金
	
	

	その他
	　3,495
	企業説明会ブース借上料

	合計
	　8,771
	


	　決定額の考え方　

他県状況等をふまえ、所要額を計上します



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
     　「岐阜県長期構想」
5-Ⅰ-4　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

○警察の現場執行力を強化する
（２）国・他県の状況

    他県警においても、パンフレットデザインの民間委託、企業ブースの借上
　　を行い、採用活動を活発化している。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　警察官等の大量退職期が続く中、将来の岐阜県の治安を担う優秀な人材を確保するため、積極的かつ効果的な募集活動を推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	採用予定者数

	（H  ）
	190人
（H23）
	195人
（H24）
	215人
（H25）
	（H  ）
	％


	
	
	
	
	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	受験者確保のための広報活動を事業目的としており、目標を示すことは困難である。


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

 (1)　就職説明会の開催

　　・平成25年５月30日(木)　警察学校：49人（就職担当者向け）

　　・平成25年８月７日(水)　多治見警察署：32人

　　・平成25年８月８日(木)　高山警察署：18人

　　・平成25年８月10日(土)　警察本部：101人

　　・平成25年８月28日(水)　警察本部：18人

　　・平成25年11月以降　　　警察本部・警察学校で実施予定

 (2)　就職ガイダンス参加

　　・合同企業説明会　　　　平成25年12月～平成26年３月　※予定13回

　　・大学学内セミナー

 (3)　警察官募集広報用横断幕・懸垂幕、ポスター、看板の掲示

 (4)　警察官・警察職員募集用リーフレットの配付

 (5)　岐阜県警察ホームページによる警察官・警察職員募集案内等の掲載


（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

試験種別

応募者

受験者

合格者

採用予定者
警察官ＡⅠ(男性)

245人

　183人

　 45人

　 45人

警察官ＡⅠ(女性)

   35

　 19

　  4

　  3

警察官ＡⅡ(男性)

　692

　298

　 74

　 71

警察官ＡⅡ(女性)

　 98

　 59

　 12

　 12

警察官Ｂ(男性)

　355

警察官Ｂ(女性)

　143

警察行政

　 98

　 70

　 10

　 10

警察事務

　 48

※平成25年10月採用
※平成25年10月採用
※年2回実施の合算値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　
※平成25年８月30日現在


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	　組織運営において退職者補充は当然であり、その上で組織基盤の強化を図っていくためには、多数の受験者を獲得することが必要不可欠である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	　就職ガイダンス、学内セミナー等に参加した者の採用試験の受験率も高まっており、事業効果が現れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	　人事担当者や若手警察職員を活用して、より多くの合同企業説明会、大学学内セミナー等への対応が可能となった。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　就職適齢人口の減少等により受験者数が伸び悩み、採用情勢は厳しい状況にある。県内外の大学・高等学校に対する訪問活動、就職ガイダンス等の募集活動を積極的に推進する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　組織を挙げた年間を通じての募集活動やインターネット、各種広報媒体等を積極的に推進し、人材の確保を通じた警察力の強化を図る。


